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　その日、梓あずさ川がわ咲さく太たは証明写真を撮りに来ていた。

　ただし、自分のではない。

　バイトをしたいという妹の花楓かえでの付き添いだ。

　場所は、藤ふじ沢さわ駅の北口にあるビックカメラの三階。カメラ売り場の一角。スマホで撮影した写真をプリントアウトする端末に並んで、証明写真用のひときわ大きな機械が置かれていた。撮影からプリントアウトまでセルフで出来る優れもの。駅前などでよく見かける機械だが、屋外だと人通りが気になるという理由から、花楓かえでが自分で検索して見つけ出した穴場だった。

　隣のカメラ売り場にも、今はぽつぽつと人がいるだけだ。咲さく太たたちのことを気にしている客はひとりもいない。

『撮影ボタンを押すと、三秒後に撮影します』

　閉じた遮光カーテンの向こうから、音声案内が聞こえてくる。

　同時に、花楓かえでの緊張が内側から伝わってきた。

『３、２、１……』

　音声案内のカウントダウンが終わると同時にストロボがたかれて、撮影は一瞬で終わる。

『もう一度、撮り直しますか？』

　その質問のあとでカーテンが開き、

「どうしよう、お兄ちゃん？」

　と、困った顔の花楓かえでが座ったまま見上げてくる。

「気に入らないなら、撮り直せばいいだろ？」

　少なくとも、花楓かえでの表情は満足していない。

　あまりいい出来栄えではなかったのだろう。

　咲さく太たが中の確認画面を覗き込むと、今、撮ったばかりの写真が表示されていた。

　どこからどう見てもガチガチに緊張した顔だ。自然な表情を取とり繕つくろおうとして、逆に頰が強張っている。

「ちょっと、表情硬いかもね～」

　そう言ってきたのは、咲さく太たの前に割り込んで中を覗いたのどかだ。おかげで、咲さく太たの視界はのどかの金髪によって塞がれてしまう。ちょっといい匂いがした。

「撮り直しができるなら、撮り直してみたら？」

　続いて正しい助言をしたのは、後ろから様子を見守っていた麻ま衣いだ。ふたりとも、花楓かえでが証明写真を撮ると言ったら、買い物のついでについてきたのだ。

『撮り直す場合は、撮影ボタンを押してください』

「じゃあ、やってみるね」

　咲さく太たにそう言って、花楓かえでがボタンに手を伸ばす。

「花楓かえでちゃん、リラックスね」

　声をかけてから、のどかがカーテンをさっと閉めた。




　三分後、出来上がった写真を手にした花楓かえでの反応は無言だった。

「……」

　口をへの字に曲げたまま、納得できない顔をしている。その目が映しているのは、同じような顔をした証明写真の自分。

「むー」

　と、花楓かえでが呻うめく。

　気に入っていないのは一目瞭然だ。

「証明写真なんて、誰が撮ってもだいたいそんな感じになるぞ？　それに、バイトの面接は履歴書持参でやるから、書類で落とされたりもしないし。あくまで本人確認だから安心しろ」

　なんだか不安そうにも見える花楓かえでに、一応フォローを入れておく。

「この機械が悪いんじゃない？」

　のどかが失礼なことを言って、証明写真の機械を訝いぶかしげに睨にらむ。

「だったら、豊とよ浜はまも撮ってみたらどうだ？」

「うん、そうする」

　冗談で言ったつもりだったのに、のどかの姿はすぐにカーテンの向こうに消えた。

　音声案内を次々と飛ばして、『３、２、１……』のカウントダウンのあとで、ストロボが光った。




　三分後、受け取り口からは冴えない顔をしたのどかの写真が出てきた。

「不祥事起こして引退したアイドルみたいだな」

「起こしてないし、あたしは現役！」

「のどかさんでも、綺麗に写らないなら、私、これでいいかも」

　憤慨するのどかに反して、花楓かえではひとりで納得している。

「いやいや、花楓かえでちゃんは絶対にもっとかわいく写るからね！」

　逆にのどかは妙な闘志を燃やしていた。

「やっぱり、この機械が悪いんだって」

　そしてまた失礼なことを言っている。真新しい証明写真の機械は、見たところ最新機種だ。むしろ、これが一番綺麗に撮れるのではないだろうか。

「じゃあ、麻ま衣いさんに試してもらえばいいんじゃないか？」

　誰もが知る国民的知名度の女優。

　これ以上の被写体はいない。

　咲さく太たの発言を受けて、のどかと花楓かえでの視線が麻ま衣いに注がれる。まさに、期待の眼差しだった。

「お姉ちゃん、お願い！　お姉ちゃんが綺麗に写るなら諦めもつくし」

　隣では、花楓かえでが無言で「うんうん」と頷いている。

「もう、わかったわよ」

　麻ま衣いは帽子と伊だ達て眼鏡めがねを取って、それを咲さく太たに預けてきた。髪を少しだけ整えて、あまり気乗りしない様子で、中の椅子に腰かけた。

「花楓かえでと豊とよ浜はまに現実を教えてやってください」

「普通に撮るわよ」

　麻ま衣いの返事を聞いてから、カーテンは外から咲さく太たがそっと閉めた。




　三分後、出来上がった麻ま衣いの証明写真を見て、咲さく太た、花楓かえで、のどかは絶句した。

「……」

「……」

「……」

　仕上がりが微妙だったわけではない。

　その逆。

　ブルーをバックに背負った地味な証明写真なのに、そこには芸能人『桜さくら島じま麻ま衣い』が堂々と写っていた。

　自然に広がった髪。口角をナチュラルに上げた澄まし顔。目元はぱっちり開き、凜りんとした印象の中にやわらかさを含んだとびきりの美人が写っている。

「これは、即採用だな」

　履歴書の内容など、どうでもよくなりそうだ。

「麻ま衣いさん、やっぱりすごい綺麗……」

　花楓かえでが感嘆の声をもらす。

「豊とよ浜はま、機械に謝った方がいいぞ」

「納得いかな～い！」

「素材の差だろ」

「はっきり言うな！」

　真実を伝えると、のどかに本気で吠ほえられた。

「てか、どうせだったら、咲さく太たも撮ってよ」

　びしっと証明写真の機械をのどかが指差す。

「これ、ゲーセンのやつじゃないだろ……」

　文句を言いながらも、咲さく太たは大人しく従うことにした。麻ま衣いと花楓かえでの目も撮ることを望んでいたので、撮らずに帰ることはできそうにない。

　音声案内を聞きながら、撮影の準備を進めていく。

　すると、外から三人の話し声が聞こえてきた。

「そう言えば、花楓かえでちゃん、どこでバイトするの？」

　聞いたのはのどかだ。

「採用されれば、お兄ちゃんと同じファミレスです。三月でやめちゃった人がたくさんいて、今なら短期でもいいみたいなので」

　少し恥ずかしそうに花楓かえでが答える。

「もう先方に連絡は入れてるの？」

　それは麻ま衣いの質問だ。

「お兄ちゃんから話してくれました。そしたら、来週、店長さんとお店で面接することになって……」

　今日、履歴書用の証明写真を撮りに来たというわけだ。

「がんばってね、花楓かえでちゃん」

「は、はい、がんばります」

　もはや、咲さく太たの写真撮影には誰も興味を持ってくれていない。音声案内だけが、事務的に淡たん々たんと咲さく太たの相手をしてくれていた。

『三秒後に撮影します。３、２、１……』

　パシャっと音がして、眠たい顔をした咲さく太たを綺麗に撮ってくれた。
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　次の日曜日、咲さく太たが面接中の花楓かえでと店長にオレンジジュースとホットコーヒーを運んでいくと、ふたりの話はだいぶ先まで進んでいた。

「それじゃあ、梓あずさ川がわ花楓かえでさん」

「は、はい」

「いつから、シフトに入れそうですか？」

　すでにバイト初日を決める段階だ。

　咲さく太たが来店客に対応している五分程度の間に、面接は済んでしまったらしい。そう言えば、咲さく太たのときも短かった。

　今、花楓かえでが座っているのは入口から遠い窓際の席。咲さく太たが二年前に面接を受けた際も、同じ席で同じように行われた。時間も今日と同じく日曜日の昼下がり。普通にお客さんも入っているフロアで、何事もなく面接は進められていく。

　主に面接で店長から聞かれたのはふたつのこと。

　ひとつは、どうしてバイトをはじめようと思ったのか。

　もうひとつは、どうしてうちでバイトをしようと思ったのか。

　あとは、簡単な雑談をして、今の花楓かえでと同じように「それで、いつから来られるかな？」と聞かれた。

　咲さく太たがオレンジジュースを花楓かえでの前に置くと、助けを求めるように花楓かえでが咲さく太たを見上げてくる。

　だが、咲さく太たはあえて何も言わずに、店長の前にホットコーヒーを置いた。

　店長は咲さく太たに質問をしてきたわけではない。

　花楓かえでに聞いているのだ。いつから入れるかを。バイトをしたいという花楓かえで本人に。

「……」

　しばし無言だった花楓かえでだったが、助け舟がないとわかったのか、正面に座る店長に視線を戻した。

「あ、あの、さっきも話した……お話しした通り、私、不登校だったんです」

「……」

　花楓かえでの言葉に、店長が頷きを返す。

「それで、知らない人ばかりだと不安なので、もし可能だったら、お兄ちゃんと同じ日でもいいですか？」

　少し早口になって、最後まで一気に言い切る。

　その表情には、明らかに迷いがあった。こんなわがままを言ってもいいのか。言ってしまったあとでも迷ったままの顔をしている。

　それでも、発言を取り下げたり、言い直したりはしない。ちゃんと自分の意思を初対面の店長に伝えていた。

「わかりました。そうしましょう」

　そう言って、店長がまた頷く。

「いいんですか？」

「もちろん。梓あずさ川がわ君、次のシフトはいつだっけ？」

　花楓かえでに返事をしてから、店長が咲さく太たを見た。

「次の水曜日の夕方です」

　その答えを聞いて、店長はまた花楓かえでに視線を戻す。

「次の水曜日はどうですか？」

　そして、改めて花楓かえでに確認の言葉をかける。

「大丈夫です」

　膝の上で両手をぎゅっと握ったまま、花楓かえでは緊張した面持ちで答えていた。

「あ、でも、制服あったかな？　店にある予備でサイズが合えばいいんだけど……」

　独り言のようにそうもらしていた店長は、

「今日、まだ時間あるかな？」

　と、少し砕けた態度で、突然花楓かえでに話しかける。

「は、はい」

　少しびくっとしてから、花楓かえではしっかり返事をしていた。

「制服の試着をしていってもらえますか？」

「わ、わかりました」

　緊張した背筋はそのままで、花楓かえでが首を縦に振る。

「梓あずさ川がわ君を女子更衣室に入れるわけにはいかないから……」

　そう言って店長がフロアを見回す。

「あ、古こ賀がさん。ちょっといい？」

　笑顔で客を送り出していた朋とも絵えに、店長が手招きをする。

「なんですか？」

　怪け訝げんそうな顔で近づいてきた朋とも絵えは、咲さく太たと店長と花楓かえでを見比べる。

「更衣室に案内して、制服の試着を手伝ってあげてくれるかな？」

「わかりました」

　返事をしたあとで、朋とも絵えはちらっと咲さく太たを気にした。




　花楓かえでと朋とも絵えが入った女子更衣室の前で待たされること約五分。

　先ほどまでドア越しに聞こえていたふたりの話し声や物音がぴたりと止んだ。

「先輩、準備いい？」

　代わりに聞こえてきたのは朋とも絵えの声。

「着替えて準備をしてたのは、そっちだろ？」

「先輩の心の準備って意味」

　憤慨する朋とも絵えの声はよく響く。フロアまで聞こえていなければよいのだが……。

「開けるね」

　咲さく太たの返事を待つことなく、声から一瞬遅れてドアは開いた。

　現れたのは見慣れたウェイトレスの制服に身を包んだ見慣れない雰囲気の花楓かえでだ。

「ど、どう？　お兄ちゃん……？」

　上うわ目め遣づかいに花楓かえでが見てくる。

「サイズはぴったりなんじゃないか？」

　的確なコメントを返しておく。スカートが短すぎもしなければ、長すぎもしない。袖丈もぴったり。エプロンの腰回りも程よく引き締まって見えて、本当にちょうどよかった。

　それなのに、どういうわけか、

「先輩、いかれてる」

　と、朋とも絵えから失礼なことを言われた。細めた視線まで失礼だ。

「人のことをいかれてるなんて言えるやつの方が、僕はいかれてると思うけどな」

「先輩も言ってんじゃん！」

「ばれたか」

「普通、ここはよく似合ってるとか、かわいいとかでしょ」

　呆あきれた顔で、朋とも絵えが正しい立ち振る舞いを教えてくれる。

「古こ賀がは制服よく似合ってるし、かわいいぞ」

「あたしに言うな！」

「言えって、言ったの古こ賀がだろ？」

「妹さんにって意味！」

　朋とも絵えが花楓かえでに視線を向ける。つられて咲さく太たも花楓かえでを見ると、花楓かえでは不思議そうな顔で咲さく太たと朋とも絵えを見比べていた。

　恐らく咲さく太たの交友関係に驚きを感じているのだろう。何か言いたそうにしてはいたが、初対面の朋とも絵えを前にして、なかなか言葉は出てこない。

　おかしなことを言い出す前に、話を前に進めた方がよさそうだ。

「古こ賀が、何のために試着したと思ってるんだ？　店長はなんて言ってた？」

「制服のサイズを確かめるため」

　渋しぶ々しぶといった様子で、朋とも絵えが正解を口にする。それが悔しかったのか、

「先輩、まじむかつく。ばりむか！」

　と、頰をぱんぱんに膨らませて言ってきた。

　それに反応したのは花楓かえでだ。

「……ばりむか？」

　朋とも絵えが口にした聞き慣れない言葉を繰り返す。

「古こ賀がは福岡生まれなのを隠して生きてるんだよ。たぶん、もう友達にもばれてると思うけど、花楓かえでも秘密にしておいてあげてな」

「う、うん」

「先輩、まじむかつく」

　今度は「ばりむか」と言いそうになるのを堪こらえていた。

「まあ、そんなわけで」

「どんなわけで？」

　話を進めようとする咲さく太たの言葉を、朋とも絵えがきっちり追いかけてくる。けれど、それに構わずに、咲さく太たは言うべきことを続けた。

「ゴールデンウィーク明けまでの短い期間だけど、水曜から花楓かえでもシフトに入るんで古こ賀がもよろしくな」

「あ、うん」

　そう素直に返事をしたあと、朋とも絵えが花楓かえでを見上げる。ふたりの身長差は十センチ。

「古こ賀が朋とも絵えです。よろしくね」

「は、はい。梓あずさ川がわ花楓かえでです。よろしくお願いします」

「じゃあ、制服は大丈夫そうって店長に伝えてくるな」

「あ、待って、お兄ちゃん」

「ん？」

「えっと……変じゃない？」

　顔を背けた花楓かえでがそんなことを聞いてくる。

「何が？」

「制服だよぉ」

「サイズはぴったりって言ったろ？」

「そうじゃなくて……別に、すごい似合ってなくてもいいけど、全然似合ってないのは嫌なんだもん」

「まあ、普通じゃないか」

「普通なら、いいけど」

　それで納得したのか、ちょっと安心したような顔で花楓かえでは女子更衣室の中に入っていく。残った咲さく太たに朋とも絵えが視線を送ってくる。その目は何か語っていた。いや、実際に言葉で言ってきた。

「先輩って、妹さんにはすごいやさしいんだ。ふ～ん」

　これ以上余計なことを言われる前に、さっさと退散した方がいい。

「今度こそ、店長に伝えてくるな」

　そう言って、咲さく太たはその場を離れることにした。





３






　いざ花楓かえでがバイトをはじめてみると、色々ばたつきながらも、特に大きな問題が起きることもなく、数週間があっという間に過ぎていった。

　カレンダーが四月から五月に変わる頃には、咲さく太たは咲さく太たで三年生になったことに慣れ、間違えて二年生の教室に行きそうになることはなくなった。

　花楓かえでもノートＰＣで受ける通信制高校の授業に少しずつ順応している。さらには、咲さく太たが住む藤ふじ沢さわと両親がいる横よこ浜はまの家を行き来するという、独自の生活スタイルもこの一ヵ月で確立しつつあった。

　バイトにも順調に慣れてきて、基本的な接客の仕事はひとりでこなせるまでになっていた。

　この日も、咲さく太たがフォークやナイフといったシルバー類を磨いていると、

「三番テーブル、オーダー待ちです」

　と、食器を下げに戻ってきた朋とも絵えの声が響き、

「あ、朋とも絵えさん、私、行ってきます」

　と、花楓かえでは率先して接客を引き受けていた。

「花楓かえでちゃん、ありがと～。お願い～」

　朋とも絵えの返事を背中に受けて、花楓かえでが三番テーブルに向かう。座っているのは、大学生っぽいカップル。

「ご注文をお伺いいたします」

　臆することなくオーダー用の端末を手に取ると、花楓かえではちゃんと相手の顔を見て話しかけていた。

　初日など、客に伝染するほど、ガチガチに緊張していたのに……。この短期間で随分成長したものだと思う。

「花楓かえでちゃん、すっかり慣れたみたいだな」

　咲さく太たの隣にやってきた佑ゆう真まはなんだかうれしそうだ。

「国くに見みと古こ賀がのフォローのおかげだよ」

　今日まで、咲さく太たの手が空かないときには、ふたりがきっちり手を貸してくれた。花楓かえでが皿を割れば、佑ゆう真まが即座に駆けつけて片付けを手伝い、花楓かえでがオーダーを打ち間違えていれば、気づいた朋とも絵えがすぐに訂正してくれた。

「一番は咲さく太たのおかげだろ？」

　少しからかう雰囲気を覗かせた佑ゆう真まの発言は聞こえなかったことにする。その佑ゆう真まは、咲さく太たの隣でフォークを磨きはじめた。

　咲さく太たとしては、花楓かえでに何か特別なことをしているつもりはない。いつも通りに接している。ただ、それだけだった。

　黙々と咲さく太たがフォークを磨いていると、

「先輩、新しいお客さん！」

　と、ハンバーグの鉄板で両手が塞がった朋とも絵えに声をかけられた。代わりに客を出迎えるように言っているのだ。

「いいよ、俺が行く」

　磨いたフォークをカトラリーケースにしまった佑ゆう真まが入口に向かう。

「いらっしゃいませ。ベニーズへようこそ。って、お前らか」

　入ってきたのは、峰みねヶが原はら高校の真新しい制服を着た男子生徒が四人。佑ゆう真まの態度から察するに、今年入学してきたバスケ部の後輩なのだろう。

　彼らは笑顔で佑ゆう真まと言葉を交わしている。まだ日も浅いのに、すっかり佑ゆう真まは後輩たちから慕われているようだ。

　談笑しながら、佑ゆう真まが四人をボックス席に案内していく。

　すると、その後ろから別の来客が続いた。

　佑ゆう真まも、朋とも絵えも、花楓かえでも今は接客中。

　咲さく太たはフォークを磨くのをやめて客のもとに向かった。

「いらっしゃいませ……って、双ふた葉ばか」

　見れば、知った顔だった。髪はアップにして、眼鏡をかけたゆったりめの私服姿。

「今日、両親とも家にいないから。外で済ませようと思って」

　聞いてもいない理由を、言い訳のように理り央おが教えてくれる。

「入れる？」

「国くに見みじゃなくてもいいのか？」

　咲さく太たが冗談のように言うと、

「じゃあ、チェンジで」

　と、真顔で返事があった。

「……」

「噓、冗談だよ。梓あずさ川がわでいい」

　面食らった咲さく太たに、理り央おが言い直す。

「双ふた葉ばにしては、珍しい冗談だな」

　佑ゆう真まのことを、冗談にできるくらいにはなったとも言えるのかもしれない。

「梓あずさ川がわが余計なこと言うからでしょ」

「お席にご案内いたします」

　苦笑いで理り央おをテーブル席に誘導する。さっきの四人組とは少し距離を離しておいた。

「こちらでよろしいですか？」

「うん」

　返事を口にしたときには、もう理り央おは座っていた。

「では、お決まりになりましたら……」

「今、頼んでいい？」

「あとで国くに見みにオーダー取りに来させてもいいぞ」

「梓あずさ川がわの方が頼みやすい」

「僕って意外といい接客してるんだな」

「……」

　咲さく太たの軽口に、理り央おはまったく反応してくれない。開いたメニューに意識は集中している。

「別に双ふた葉ばが何を食べて、どれだけカロリーを摂取しようと、国くに見みは気にしないと思うぞ？」

　その佑ゆう真まはというと、後輩たちのオーダーを取っている最中だ。四人座った男子のひとりに目が留まる。ひとりだけ頭ひとつ飛び出していたから。かなりの長身。佑ゆう真まと同じか、それ以上はありそうだ。

　咲さく太たの視線に気づいたのか、その長身の男子が一度こちらを見た。けれど、すぐに慌てた様子で目を背ける。体の大きさとは裏腹に、結構、気は小さいのかもしれない。

「国くに見みが気にしなくても、私が気にするんだよ」

「まあ、そうだとは思った」

　理り央おに視線を戻す。

　ビーフシチューか、オムライスかで悩んでいるようだ。

「ちなみに、ビーフシチューに少なめのライスを付けると、だいたいオムライスと同じカロリーな」

　ゆっくり理り央おがメニューから顔を上げる。どういうわけか、少し睨にらまれた。

「だったら、ビーフシチューに少なめのライス。あと、このサラダで」

　言われた通り、端末に注文を打ち込む。無事、オーダーは受理された。今頃、キッチンに伝票が出てきているはずだ。

「では、少々お待ちください」

　そう言って、咲さく太たが理り央おのテーブルから離れようとしていると、

「ご注文をお伺いいたします」

　と、ふたつ隣の席から花楓かえでの声がした。四十代くらいの女性と、中学生の娘の二人連れ。娘が中学生だとわかったのは、知っている制服を着ていたから。花楓かえでが通っていた中学校の制服だ。花楓かえでも三月までは着ていた。着て保健室に通っていた。

　一瞬、花楓かえでが彼女の制服を気にするのがわかった。けれど、単に気にしただけ。気になっただけ。きちんとオーダーを聞いた花楓かえでは、「ミートスパゲティですね」と、笑顔で注文を繰り返していた。

「アルバイト、順調みたいだね」

　花楓かえでの様子に目を向けていた理り央おが咲さく太たにそう告げる。

「高校の授業にも慣れてきて、毎日楽しそうにやってるよ」

「よかったね、梓あずさ川がわ」

「まぁね」

　きちんと言葉にするのは照れくさいので、咲さく太たは曖昧に笑って理り央おに応じた。それから、

「じゃあ、ごゆっくり」

　と伝えて、会計を待つ客がいるレジに少しだけ急いだ。
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　振り返ると一ヵ月など短いもので、気が付けば花楓かえでの短期バイトは最終日を迎えていた。

　ゴールデンウィーク最後の日。

　この日、バイトを終えた咲さく太たが店を出たのは夜の九時二十分頃。いつもなら、さっさと着替えて九時五分には店を出ている。花楓かえでが一緒だったこの一ヵ月でも、九時十分には「お疲れ様でした」と挨拶していた。

　今日、遅くなったのは、店長にお礼を言う花楓かえでに付き添ったため。その店長から、「このまま続けてほしかったなぁ」と話を振られて、会話を打ち切るのに少し時間がかかったせいだった。

「店長さんに悪いことしたかな」

　マンションまでの帰り道で、思い出したように花楓かえでが呟く。

「別に続けてもよかったんじゃないか？」

　ウェイトレスの仕事にもすっかり慣れていたし、朋とも絵えや佑ゆう真まに慣れていた。

「でも、ずっとって思うと、今はまだ自信ない」

「そっか」

　期限を決めているから、がんばれることもある。

「続けていけば、毎回、お兄ちゃんと一緒のシフトってわけにもいかないだろうし」

「まあなぁ」

　確かに、ずっとセットでシフトを組むとなると話はややこしくなる。

「だから、もうちょっと自信がついたら、ちゃんとはじめたい」

　自分の気持ちを確かめるように、花楓かえでは自分の言葉に頷いていた。

　それに、咲さく太たは何も言わない。それでいいと思うから。

　会話は途切れ、ふたりは境さかい川がわにかかる橋を渡っていく。その先で、住宅街の方に入ると、人通りは一気に減った。車の走行音は遠ざかり、急に静かになる。

　それを待っていたようなタイミングで、

「お兄ちゃん」

　と、花楓かえでが改めて呼びかけてきた。

「ん？」

　緩やかな坂道を一歩ずつ進んでいく。

「相談があるんだけど？」

　少し改まった口調。

「今月、僕もピンチだから、金なら貸せないぞ」

「そんな相談しないよ」

　呆あきれたような視線が隣から突き刺さる。

「なら、なんだ？」

「麻ま衣いさんって、何が好きなのかな？」

　花楓かえでが口にしたのは、少し意外な質問。だが、簡単な質問だ。

「僕だろうな」

「真面目に聞いてるんだけど」

「真面目に答えただろ？」

　間違ってはいないはずだ。咲さく太たは麻ま衣いとお付き合いをしている。咲さく太たにとって麻ま衣いは大好きな彼女。麻ま衣いにとって咲さく太たは大好きな彼氏のはず。そうでないと困る。

「じゃあ、のどかさんは何が好きなのかな？」

「麻ま衣いさんだろうな」

「だから、真面目に聞いてるんだけど」

「だから、真面目に答えただろ？　豊とよ浜はまのプロフィールを見てみろ。好きなものに『桜さくら島じま麻ま衣いさん』って書いてあるんだぞ？」

　はじめて見たときは目を疑った。こんなプロフィールがありなのかと。事務所もよく許したものだと思う。

「そうだけど、そういうのじゃなくて」

　思った通りの回答が得られず、花楓かえでの口元は不満そうだ。

「なんで、急にふたりの好きなものなんだよ」

「いつもお世話になってるじゃん」

「だから？」

「バイト代が出たらお礼したい」

「……」

　あまりにも真っ当な理由に、思わず言葉を失う。同時に「なるほど」と強く納得もした。花楓かえでもそんなことを自然に考える年齢になったのだ。

　通信制高校に通うことを決めて、四月から新しい生活をはじめて、バイトをしたいと言い出して……咲さく太たが思っている以上に、花楓かえでは精神的にも成長しているのかもしれない。

「麻ま衣いさんは、ウサギのなんかでいいんじゃないか？」

「のどかさんは？」

「ライオンのなんか？」

　正直、のどかの好きなものなど『桜さくら島じま麻ま衣い』以外に知らない。

「なんかって？」

「なんかはなんかだな」

「なにそれぇ」

　不ふ貞て腐くされたような顔で、花楓かえでが非難してくる。

「花楓かえでからのプレゼントなら、なんだって喜んでくれるよ。麻ま衣いさんも、豊とよ浜はまも」

　この結果だけは揺るがないと思う。しかもそのためにバイトをしていたのだと、麻ま衣いなら気づくはずだ。のどかも気づくかもしれない。

「変なプレゼント選んで、麻ま衣いさんとのどかさんに気を遣わせたら意味ないじゃん」

　なかなか生意気なことを言ってくる。花楓かえでも色々考えているらしい。

「ま、大事なのは気持ちだろうな」

「そんなの当たり前じゃん」

　咲さく太たの的確なアドバイスは、一刀両断されてしまう。

　今日は五月六日。

　給料日はもうすぐだ。
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　五月九日。土曜日。

　昼食を家で済ませたあと、咲さく太たは食材の買い出しに出かけた。ただ、スーパーに向かう前に、銀行のＡＴＭに寄り道をする……というか、寄り道をさせられていた。

「お兄ちゃん、通帳ってどっち向きに入れるの？」

「そっち向きで合ってるよ」

　本来の給料日は毎月十日だが、土日に被ると前日に振り込まれる。つまり、今月は昨日の八日が事実上の給料日となっていた。

　花楓かえでにとっては初のバイト代。

　バイトをするために新たに作った通帳がＡＴＭに吸い込まれる。今のところ口座を作るときに預けた千円しか入っていない通帳。

　じじじっとＡＴＭが何か作業をしている音がする。その音が止まったかと思うと、花楓かえでの通帳がさっと吐き出された。

　恐る恐る花楓かえでが受け取る。

　開いたままの通帳に自然と視線が注がれた。

　そこには、先ほどまではなかった数字が刻まれているはず。

「……」

　花楓かえでは無言で通帳を見続けている。

　きちんとバイト代が振り込まれていたことは、わざわざ確認しなくてもわかった。

　途中から、花楓かえでの口元がニンマリと笑っていたから。

「笑いが止まらないほどの大金が振り込まれてたのか？」

「思ったより、いっぱい入ってる」

　今日、振り込まれたのは四月に働いた分。花楓かえでがバイトをしていた約三週間の対価。だいたい週に三日。一日、四、五時間の労働に対するもの。高校生になったばかりの花楓かえでが一度に手にする金額としては、人生最高額かもしれない。

　それを自分で働いて稼いだのだから、ニンマリもしたくなるだろう。

　バイトをはじめた当初は咲さく太たもそうだった。

　給料日に通帳を見るのが楽しみだった。

　そんなことを思いながら、咲さく太たも記帳だけ済ませてＡＴＭコーナーを出た。

「お兄ちゃんはバイト代いくらだったの？」

「ん」

　記帳したばかりの通帳を花楓かえでに見せる。

「え？　こんなに貯金あるの!?」

　先月のバイト代ではなく、花楓かえでは総額に驚いていた。

「毎月、コツコツ働いてきたからな」

　この一年間は予期せぬ出費もあったが……。大おお垣がきまで行ったり、金かな沢ざわまで行ったり……。結果として、楽しかったからいいのだが……。

「まあ、でも、大学の学費としてはまだ足りないんだよな」

「そうなんだ」

「このまま稼いでも、なんとか一年分ってとこか」

　二年目以降の学費は、改めて工面しなければならない。もちろん、咲さく太たの場合、親に頼れば解決する問題ではある。それはわかっているが、今も社宅で生活するふたりに、あまり負担をかけたくはない。

「大学入ったら、もっと時給のいいバイトを探すしかないかもなぁ」

「それって、どんな？」

「そうだなぁ」

　考えるふりをして視線を泳がせる。すると、学習塾の看板が目に留まった。

「塾講師のバイトって時給よさそうだよな」

「それ、いいじゃん」

　てっきり「お兄ちゃんが？」と、冷たい眼差しが飛んでくるかと思っていたが、意外なことに花楓かえでからは前向きな反応があった。

「僕のガラじゃないだろ」

「お兄ちゃん、それなりに勉強教えるの上手いじゃん」

「そうか？」

　確かに、花楓かえでに勉強を教えてはいたが、こんな風に評価されているとは知らなかった。

「麻ま衣いさんとのどかさんほどじゃないけど」

　咲さく太たが視線を向けると、花楓かえではそっぽを向いて、そんな言葉を付け足してくる。

「麻ま衣いさんはともかく、豊とよ浜はまに負けてるのは癪しゃくだな」

「それは、教科の差もあるけど……」

　主に咲さく太たが教えていたのは理系の科目。のどかは英語がメインだった。

「私、数学は得意じゃなかったし」

　一応、花楓かえでなりのフォローなのだろう。

「とにかく、私はいいと思う」

「ま、大学に受かったらの話だけどな」

　言いながらスーパーの方に足を向ける。駅前まで出てきたのは、食材の買い出しをするためだ。すると、

「あ、お兄ちゃん。私、約束あるから行くね」

　と、花楓かえでが駅とスーパーの分かれ道で立ち止まる。

「約束？」

「こみちゃんと、このあと駅で」

　花楓かえでが言う「こみちゃん」とは、幼馴染の鹿か野の琴こと美みのことだ。

「今日はふたりで何をするんだ？」

「ちょっと出かけるだけだよ」

　それ以上は教えないという顔だ。

「そうだ。あと、今日は帰らないから」

　話を変えるように、花楓かえでがそう続けた。

「夜遊びはほどほどにな」

「お父さんとお母さんの家に帰るって意味」

「わかってるよ」

　この春から、花楓かえでは二拠点生活を送っている。学ぶ場所を選ばない通信制高校に通うからこそできる花楓かえでの今の生活は、正直、ちょっと羨ましく思える。

「火曜日に帰るね」

　そう言って、花楓かえでは人通りの多い駅舎の中に消えて行く。その足取りはしっかりしていた。周囲の人に怯えている様子はない。

「花楓かえでもたくましくなったもんだな」

　独り言をもらしてから咲さく太たも歩き出す。もちろん、スーパーがある方に。じゃがいも、ニンジン、豚バラ肉……と、頭の中で買うものを繰り返しながら……。





６






　週が明けて、真ん中の水曜日。

　朝、なすのに顔を踏まれて起きた咲さく太たは、学校に行く準備を整えて、

「んじゃ、行ってくるな」

　と、昨日、咲さく太たの家に戻ってきた花楓かえでに声をかけた。

　まだ眠そうな花楓かえでの返事は待たずに玄関に向かう。

　鍵を持って、靴を履く。すると、

「お兄ちゃん、ちょっと待って」

　と、パジャマ姿の花楓かえでに呼び止められた。

「ん？」

「これ、あげる」

　差し出してきたのは、簡素な白い小さな包み。

　表面には『荏え柄がら天てん神じん社しゃ』と書いてある。

「なんだこれ？」

「いいから、開けて」

　包みの口を開いて、中身を手のひらに落とす。

　出てきたのは、紺こん色いろのお守り。

『合格守まもり袋ぶくろ』と刺し繍しゅうが施されている。

「なんだこれ？」

「見ればわかるじゃん」

　咲太の反応に、花楓かえでが唇を尖らせる。不満を露わにしていた。

「まあ、見ればわかるな」

　いわゆる合格祈願のお守り。荏え柄がら天てん神じん社しゃと言えば、学問の神様として有名な菅すが原わらの道みち真ざねを祀る受験生の強い味方だ。

　場所は鎌かま倉くらの顔である鶴つるが岡おか八はち幡まん宮ぐうを越えた先。

　花楓かえではわざわざ足を運んで、咲さく太たのために買ってきてくれたというわけだ。

　恐らく、こないだの土曜日。琴こと美みに付き合ってもらって。

「いらないなら返して」

　お守りに伸びてきた花楓かえでの手を、咲さく太たはさっと避けた。

「これで、僕も合格に一歩近づいたな」

　言いながら、咲さく太たは鞄かばんの紐ひもにお守りを結んだ。

「お兄ちゃんがちゃんと勉強しないと受からないよ」

「ちなみに、麻ま衣いさんと豊とよ浜はまには何を買ったんだ？」

　花楓かえでの正論は聞き流して、気になったことを聞いた。たぶん、ふたりにもバイト代で何かを買っているはず。

「のどかさんは大学受験があるから、お兄ちゃんと色違いのお守り」

　花楓かえでの手には、咲さく太たがもらったものと同じ白い包みがもうふたつある。これから、麻ま衣いとのどかに渡す分だろう。

「どうせなら、麻ま衣いさんとお揃いにしてほしかったな」

「だって、麻ま衣いさん受験しないじゃん」

「すでに受かってるからな」

「だから、お仕事に関係した芸事っていうの？　にしようかと思ったんだけど、麻ま衣いさん、今以上にお仕事増えたら大変かなって」

「だな」

　学業は順調。芸事においても、麻ま衣いは芸能界の第一線で大活躍中。咲さく太たという恋人もいるので恋愛成就も必要ない。神様も何の手助けをすればいいか迷ってしまいそうな充実ぶりだ。

「それで、健康のお守りにしたんだけど……変かな？」

　不安そうに花楓かえでが聞いてくる。

「いいんじゃないか。麻ま衣いさん、いつも忙しすぎて、そのうち倒れないか僕も心配だし」

「そうだよね。よかった」

　安心したように、花楓かえでがほっと息を吐く。

「んじゃ、僕は学校行ってくるな」

「あ、うん。いってらっしゃい」

　花楓かえでの声に送り出されて家を出る。その際、花楓かえでの視線を背中に強く感じた。いや、正確には鞄かばんに感じた。

　咲さく太たの鞄かばんにぶら下がったお守りを、さぞ満足そうに見ていたのだろう。その顔には少し興味はあったが、咲さく太たは振り向かずにエレベーターに向かった。電車の時間も近づいている。

　エレベーターで一階に下りる。

　一度、お守りがちゃんとぶら下がっているか確認した。

　贈り物がお守りというのは、渋しぶいチョイスだ。けれど、花楓かえでらしいとも思えた。色々な人のやさしさに助けられて、今日にたどり着いた花楓かえでらしい。

　エントランスに出ると、普段の癖で郵便受けに視線が向かう。いつも通りこの時間帯は空っぽだと思っていたが、今日に限っては違った。口の部分に何かが挟まっている。

　気になって郵便受けを開けると、空の色をした洋式封筒が入っていた。

　昨日、咲さく太たが学校から帰ったあとに投函されたのだろう。帰宅したときは、まだ届いていなかったはず。

　宛先は『梓あずさ川がわ咲さく太た様』とある。

　見覚えのある字。

　裏返して差出人を見る。

　思った通り『牧まき之の原はら翔しょう子こ』と書いてあった。




　晴れた春の空の下。

　駅に向かいながら、咲さく太たは糊付けされた封筒の口を丁寧に剝がした。

　二つ折りにされた淡いブルーの便箋を取り出して開く。




　咲さく太たさん、お元気ですか？

　三年生になって、もう一ヵ月ですね。

　新しいクラスには慣れましたか？

　わたしは新しい中学校で友達ができました。

　沖縄での生活にも少しずつ慣れていっています。

　そちらは、まだ春らしい季節ですよね？

　こっちはもう夏みたいなんですよ。

　毎日、半袖です。

　大変だと思いますが、受験勉強がんばってください。

　応援してます！




　手紙には一枚の写真が添えられていた。

　青い海と空をバックに、半袖姿の翔しょう子こが笑っている。

　幸せそうな満面の笑み。

「ほんと、夏みたいだな」

　こっちはまだ春らしい風が吹いている。

　そのことを手紙で翔しょう子こに伝えよう。

　そんなことを思いながら、咲さく太たは駅に急いだ。

　足取りは、いつもより軽やかだ。








あとがき






　ご来場いただき、ありがとうございました。


鴨志田一　　
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【劇場特典】







青春ブタ野郎はスプリングデイズの夢を見る








鴨かも志し田だ 一はじめ
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